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2．派遣先における研究計画  

(1) 研究の位置づけ 

（適宜概念図を用いるなどして、わかりやすく記述してください。様式の改変・追加は不可（以下同様）） 
若手研究者海外挑戦プログラムの採用者として取り組む自身の研究の位置づけについて、当該分野の状況
や課題等の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯も含めて記述してください。 
研究の成果物等を引用する場合は、申請書作成要領の 8 ページを参照し、それらを同定するに十分な情報
を記入してください。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

風呂で巨大な温泉卵について考えていて、ふと思いついた。
準備はしようとしている。
唯一無二。
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(2) 研究目的・内容等	

①	 若手研究者海外挑戦プログラムの採用者として取り組む研究計画における研究目的、研究方法、研究
内容について記述してください。	

②	 どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのかを、具体的に記入してください。	
③	 共同研究の場合は、申請者が担当する部分を明らかにしてください。	

(3) 外国で研究することの意義（派遣先機関・指導者の選定理由） 

①	 申請者のこれまでの研究と派遣先機関（指導者）の研究との関連性及び受入準備状況について記述し
てください。（※採用された場合は受入承諾書の提出を求めます。）	

②	 内外の他研究機関（研究者）と派遣先機関（指導者）とを比較し、派遣先での研究に挑戦する必要性
や意義について明らかにしてください。（フィールドワーク・調査研究を行う場合、派遣先地域で研究
する必要性や意義を中心に述べても構いません。）	

	

	

	

象の卵の研究の目的は．．．
象の卵の研究計画は．．．

2.1 なんでわざわざ海外？
外国に行きたいから．．．
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